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個別的義務表示がある品目
別表第３ 別表第４ 別表第５ 別表第19 別表第20 別表第22

食品の定義
横断的義務表示事項に係る個別ルール

名称規制
加工食品の個
別的義務表示

表示の様式・方
法

表示禁止事項
名称 原材料名 添加物 内容量

炭酸飲料 ● ● ● ― ― ― ― ― ●
ハム類 ● ● ● ● ― ● ― ― ●

ベーコン類 ● ● ● ● ― ● ― ― ●

プレスハム ● ● ● ● ― ● ● ● ●

混合プレスハム ● ● ● ● ― ● ● ● ●

ソーセージ ● ● ● ● ― ● ● ● ●

混合ソーセージ ● ● ● ● ― ● ● ● ●

チルドハンバーグステーキ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

チルドミートボール ● ● ● ● ● ● ● ● ●

調理冷凍食品 ● ● ● ● ● ― ● ● ●

農産物缶詰及び農産物瓶詰 ● ● ● ― ― ― ● ● ●

トマト加工品 ● ● ● ― ― ● ● ● ●

乾しいたけ ● ● ● ― ― ● ― ― ●

農産物漬物 ● ● ● ● ― ― ― ― ●

ジャム類 ● ● ● ● ● ― ● ● ●

乾めん類 ● ● ● ● ● ― ● ● ●

即席めん ● ― ● ● ● ― ● ― ●

マカロニ類 ● ● ● ● ― ● ● ● ●

パン類 ● ● ● ― ● ― ― ― ―

凍り豆腐 ● ● ● ● ● ― ● ● ●

畜産物缶詰及び畜産物瓶詰 ● ● ● ― ― ― ● ● ●

煮干魚類 ● ● ● ― ● ― ― ― ●

魚肉ハム及び魚肉ソーセージ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

削りぶし ● ● ● ― ● ● ● ● ●

うに加工品 ● ● ● ― ― ● ● ● ●

うにあえもの ● ● ● ― ― ● ● ● ●

乾燥わかめ ● ● ● ― ― ● ― ― ●

塩蔵わかめ ● ● ● ― ― ● ● ● ●

みそ ● ● ● ― ― ● ― ― ●

しょうゆ ● ● ● ― ― ● ― ― ●

ウスターソース類 ● ● ● ● ― ● ― ― ●

ドレッシング及びドレッシングタイプ調味料 ● ● ● ― ● ● ― ― ●

食酢 ● ● ― ● ― ● ● ● ●

風味調味料 ● ● ● ― ― ― ● ● ●

乾燥スープ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

食用植物油脂 ● ● ● ● ― ● ― ― ●

マーガリン類 ● ● ● ● ― ● ● ● ―

チルドぎょうざ類 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

レトルトパウチ食品 ● ● ● ● ● ― ● ● ●

調理食品缶詰及び調理食品瓶詰 ● ● ● ― ― ― ● ● ●

果実飲料 ● ● ● ● ― ― ● ● ●

豆乳類 ● ● ● ● ― ● ● ● ●

にんじんジュース及びにんじんミックスジュース ● ● ● ― ― ● ― ― ●
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炭酸飲料の定義
〇別表第３：食品表示基準の対象となる食品に係る定義

食品 用語 定義

炭酸飲料

炭酸飲料
次に掲げる液体飲料をいう。ただし、この表に規定する果実飲料を除く。
一 水に二酸化炭素を圧入したもの
二 一に甘味料、酸味料、フレーバリング等を加えたもの

フレーバリング

この表の中欄に掲げる炭酸飲料に香り又は味をつけるため使用する次に掲げるものをいう。
一 香料
二 果汁又は果実ピューレー
三 植物の種実、根茎、木皮、葉、花等又はこれらからの抽出物
四 乳又は乳製品
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炭酸飲料の個別のルール

食品 表示事項 表示の方法

炭酸飲料

名称 「炭酸飲料」と表示する。ただし、炭酸飲料であることが明らかに識別できる他の適切な名称を表示することができ
る。

原材料名

使用した原材料を、原材料に占める重量の高いものから順に、次に定めるところにより表示する。
一 「砂糖」、「ぶどう糖果糖液糖」、「高果糖液糖」、「オレンジ果汁」、「乳酸菌飲料」等、その最も一般的な名

称を表示する。ただし、砂糖混合ぶどう糖果糖液糖にあっては「砂糖・ぶどう糖果糖液糖」と、砂糖混合果糖
ぶどう糖液糖にあっては「砂糖・果糖ぶどう糖液糖」と、砂糖混合高果糖液糖にあっては「砂糖・高果糖液
糖」と表示する。

二 印刷瓶詰の炭酸飲料でその品質に関する表示をふたにするもの（以下「印刷瓶詰炭酸飲料」という。）以
外の炭酸飲料について、表示する砂糖類の名称が２種類以上となる場合は、一の規定にかかわらず、「砂
糖類」又は「糖類」の文字の次に、括弧を付して、「砂糖、ぶどう糖」等と多いものから順に表示する。ただし、
砂糖及び砂糖混合ぶどう糖果糖液糖を併用する場合は「砂糖・ぶどう糖果糖液糖」と、砂糖及び砂糖混合
果糖ぶどう糖液糖を併用する場合は「砂糖・果糖ぶどう糖液糖」と、砂糖及び砂糖混合高果糖液糖を併用
する場合は「砂糖・高果糖液糖」と表示する。

三 印刷瓶詰炭酸飲料の場合には、「ぶどう糖果糖液糖」、「果糖ぶどう糖液糖」及び「高果糖液糖」にあっては
「液糖」と、「砂糖・ぶどう糖果糖液糖」、「砂糖・果糖ぶどう糖液糖」及び「砂糖・高果糖液糖」にあっては「砂
糖・液糖」と表示することができる。

四 原材料及び添加物として水及び二酸化炭素以外のものを使用している炭酸飲料にあっては、水の表示は、
省略することができる。

〇別表第4：横断的義務表示事項に係る個別のルール
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炭酸飲料の表示禁止事項

食品 表示禁止事項

炭酸飲料 「純正」、「ピュアー」その他純粋であることを示す用語

〇別表第22：個別食品に係る表示禁止事項
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２ 業界団体等の要望の概要 5
項目 見直し要望

別表３
定義 廃止 横断ルールのみでも現行の食品表示と同様に表示することができ、定義が廃止されても、影響は無いと考えられる。

別表４
個別ルール（名称） 廃止 横断ルールのみでも現行の食品表示と同様に表示することができ、定義が廃止されても、影響は無いと考えられる。

別表４
個別ルール（原材料名） 廃止

横断ルールのみでも現行の食品表示と同様に表示することができ、定義が廃止されても、影響は無いと考えられる。
しかしながら、「印刷瓶」に関する王冠へ表示する場合の糖類の表示方法については、王冠に表示できる表示面積
を考慮し、引き続き、短縮した表示方法が可能となるよう要望する。

別表22
表示禁止事項 廃止 表示禁止事項が廃止されても、横断的な表示禁止事項や景品表示法を参考に判断できると考えられる。


